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診療時のイヌの福祉に配慮した保定方法に関する研究  

− 動物看護師の保定技術の向上を目指して − 

動 物 の 診 療 に 不 可 欠 な 「 保 定 」 技 術  

 動物病院における動物看護師の役割の一つに、診療時や検査時における動

物の「保定」があります。「保定」とは、動物が暴れたり動いたりしないよう

に動物の体を安定的に保持する技術のことです。しかし用いる保定方法を誤

ると、動物に過度な痛みやストレスを与えるだけでなく、動物や診療者が怪

我をしてしまう可能性があります。そこで本研究は、特に犬を対象として、

診療を受ける個体に過度なストレスをかけることなく、安全に体を保持で

きる技術について検討しました。 

  

興奮した犬 適切に保定された犬 
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